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昭和二十八年に於ける国語学界の 展望

終
戦
直
後
の一

、
二
年 、
焼
野
が
原
に
ぽ
つ
ぽ
つ
家
が
建
ち
は
じ
b
た

頃
な
ら 、
自
宅
の
二
階
に
坐
っ
た
ま
ま
で
も
割
合
遠
く
ま
で
見
通
す
こ
と
が

出
来
た 。
し
か
し 、

九
年
も
経
ワ
て 、
あ
た
り
が
と
う

建
て
と
ん
で
来
て

は 、
大
屋
根
に
上
っ
て
背
伸
び
し
た
〈
ら
い
で
は 、
二
町
四
方
の
眺
望
す
ら

覚
束
な
い 。
勿
論 、
簡
単
に
跳
望
が
利
か
な
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど 、
せ
め
て

半
年
か一
年
に一
度
は
高
み
に
登
っ
て
視
野
を
広
げ
て
お
く
ζ
と
の
必
要
が

ま
す
まー
す
痛
感
さ
れ
る
の
だ
が 、
こ
の
際
先
ず
希
求
さ
れ
る
の
は
そ
う
い
う

展
望
台
の
設
備
で
あ
ろ
う 。

各
地
の
大
学
そ
の
他
で
刊
行
さ
れ
る
紀
要
の
類

は
年
々
そ
の
数
を
増
し
て
来
て 、
と
れ
を
全
部
手
許
に
集
め
る
な
ど
と
い
う

こ
と
は 、
と
て
も一
個
人 、
一
研
究
室
の
な
し
得
る
と
こ'
ろ
で
は
な
く

な
ワ

た 。
こ
の
穫
の
資
料
を
網
終
的
に
蒐
集
す
る
た
め
の
後
関
が 、
例
え
ば
国

立
国
語
研
究
所
あ
た
p

に、
設
置
さ
れ
る
と
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い 。
本

当
の
「
展
望」
は 、
そ
の
上
で
と
そ
は
じ
あ
て
可
能
に
な
る
道
理
な
の
で 、

そ
ん
な
便
宜
も
持
た
な
い
ま
ま
に
と
の
欄
の
執
筆
を
引
受
け
て
し
ま
っ
た
稿

者
の
短
慮
を 、

今
に
な
っ
て
後
悔
し
て
み
て
も
は
じ
ま
ら
な
い 。
せ
め
て
未

見
の
論
文
に
は
い
ち
い
ち
長
印
を
附
け
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
責
任
を
現
に
し

て
お
こ
う
と
思
う 。
ハ
口
頭
の
発
表
は
と
の
点
が
な
お
一
一層
不
安
な
の
で 、

一
切
取
上
げ
な
い
と
と
に
す
るou

誤
解
を

避
け
る
た
め
に 、
も
う一
つ
附
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は 、

(

承

前
)

ー「

国

。

。

。

。

語
学一
般」
と
い
う

標
題
に
つ
い
て
で
あ
る。
ζ
の一
般
と
い
う
の
は
全
般

の
と
と
で
は
な
い 。
昨
二
十
八
年
中
に
発
表
さ
れ
た
国
語
学
の
誇
業
績
の
う

ち 、
国
語
史・
国
語
学
史・
方
言・
国
語
教
育
(一七日宙開
技
術
を
合
む)
に
関

す
る
も
の
を
除
い
た
の
が ‘
と
の一
般
の
名
の
も
と
に
総
括
さ
れ
る。
従
づ

。

。

て 、
全
般
を
展
望
す
る
の
な
ら
ば
当
然
と
り

上
げ
るべ
き
も
の、
例
え
ば
単

行

本
で

は

大

野
正
日
氏

「
上

代

仮
名

遣
の

研

究
」

・

金

田
一

京

助
氏

監

修

「
明

解
古
語
辞
典」
山
田
孝
雄・
忠
雄・
俊
雄
氏
編
「
昭
和
絞
註
竹
取
物
語」
或

い
は
吉
沢
義
則・
木
之

下
正

雄
氏
「対
校

源
氏
物
語
用

語
索
引
」

。

池
田
亀

鐙
氏
「
源
氏
物
語
大
成
索
引
編」・
森
田
武
氏
編・
「
元
利
本
下尚子
集
索
引」

塚
原
鉄
雄
氏
編
「
竹
取
物
語
索
引」
な
ど
や 、
パ
ヂ
ェ
ス
「
日
仏
辞
典」a一高

羽
五
郎
氏
に
よ
る「
管
聡
尽」
等
の
複
製
刊
行
の
事
実
な
ど
は 、
総
て
国
語
史

の
項
に
譲
る
こ
と
に
な
る。
た
だ
従
来 、
国
語
史
関
係
の
論
文
と
言
え
ば
近

世
以
前
の
国
語
を
対
象
に
し
た
も
の
に
限
る
習
慣
で
あ
る
か
ら 、
明
治
時
代

の
国
語
な
い
し
は
現
代
語
を 、
菌
語
史
的
観
点
か
ら
放
っ
た
論
文
を 、
ど
ち

ら
の
項
目
で
と
P

上
げ
る
か
に
つ
い
て
は
協
定
が
出
来
て
い
な
い 。
同
じ
よ

う
な
問
題
は
方
言
や
言
語
生
活
関
係
の
論
文
に
つ
い
て
も
起
る
が 、
こ
れ
ら

の
点
で
は
幾
分
の
重
複
(
或
い
は
逆
に
脱
漏)
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い 。
し

か
も
と
れ
だ
け
範
囲
を
限
定
し
て
も
な
お 、
と
の
項
に
属
すべ
き
著
書。
論

文
(
む
ろ
ん
随
筆
風
の
も
の
を
除
く)
は
稿
者
の
数
え
た
も
の
だ
け
で
も一

五
四
篇
(
う
ち一一
六
篇
は
遂
に
見
る
と
と
が
出
来
な
か
っ
た〉
に
達
す
る。

日
本
語
研
究
の
盛
行 、
ま
こ
と
に
必
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
と
言
うべ
き
で

あ
っ
て 、
金
田一
京

助

博
士

の
古
稀
を
記

念
し

て
出
版
さ
れ
た一
五

O
O
頁
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に
垂
んと
する
大
論
文
集
『一言
語
民
俗
論叢』
の
偉
容は 、
恰らこ
れを
象

徴する
が
如〈で
あ
る 。
ただ
し
かし
ζ
れ
らの

論
文の
標
題e
執
筆
者・

掲
載
誌名を
列挙
する
だ
け
で
も 、
与
え
られ
た
紙
数二
十五
枚の
約1一3

は
安さ
れると
とに
なる
道
理 。
勢い 、
取
捨を
加えつつ
ど
く

簡
単な
紹

介に
止め
な
け
れ
ば
な
ら
ない
事
情を
御
諒察
願い
たい 。

なお
以
下 、
論
文
題目
及び
雑
誌名
は
「
」
に 、
単行
書名
は
『
』

に
閤んで一ホナ 。
ま
た
敬
語は
すべ
て
簡略に
従っ
た 。
ひ
と
えに
紙面
節

約の
た必
で
あっ
て 、
併せ
て
御
諒
承い
ただ
き
たい 。

一
言
語ない
し
は
言
語
生
活一
を
対
象とし
た
もの
で
は
ま
ず
時
枝
誠
記氏

「一言
語に
お
ける
主
体
的なもの」
(『言
語
民
俗
論
議』)
が
あ
る 。
氏の

い
わ
ゆる
主
体
的なもの
が
言
語に
表
現さ
れる
場
合を
三つ
に
分
類し
て

示し
(その
第三
に
は
「誇
染の
選
択」
とい
う
よ
う
な事
実
も
挙げて

あ
る) 、
次にこ
れを
言
語
な
らざ
る
もの
に
於ける
主
体
的
表
現と
区
別

すべ
きこ
と
を
論じ
た 。
同
じ
〈

時
校氏
「言
語と
生
活との
交
渉」
(「国

務と
国
文学」
8)
は 、
「特にジ
ャ
1ρ・

パ
イ
イの
言
語
学
説と
の
対

比に
おい
て」
言
語
過
程
説が 、一言
語の
対
人
関
係を
構
成する
社会
的
機

能を
通じ
て
生
活と
の
交
渉を
考
えよ
うと
する
もの
で
あ
る
と
説く 。
こ

の
対
人
関
係と
い
うと
とで
は
大
石
初
太
郎氏
「言
語
発
表に
お
け
る
相

手」
弓国
誇」
2の
1)
が 、
対
者と
相
手と
を
区
別し 、
相
手の
あ
P

方

を
分
析し
て
い
る 。
場面につ
い
て
は
柴田
武氏「言
語法一
活の
場面
調査」

(「言
語生
活」
2)
が 、
上
野
市に
お
ける
調査に
基い
て 、
言
語
行
動の

外面
的
場一閣
を
積
極・
消極の
二
百に
分け
て
整
理
報告し
た 。
熊
沢竜氏

「わる
いこ
と
ばの
分
析」
(片言
語生
活」
4)
は
話し
手 、
開き
手 、
素
材

な

ど

に

か

ら
ま
ワ

て
、

語

意

味
に
ク

け

加
わ
っ

て

く

る

感

情

的

除

療
を

問

題

に
し
て
いるσ
河
出
新
警の一一怖と
して
出た
宮城
音
脇氏
編『言
葉の
心

理
』

は
、

築

島

謙
三

氏

「
言

葉
と

人

同
」
、

南

博

氏

「
社

会

と

言

葉
」
、

大

久

保
忠利氏
「思
考・
通
達・
言
語
||国

語
愛」
凸「思
想」9に
も
掲
裁)な

ど一
般
的
問
題の
外に
ま
た 、
宮城
音
南畑
氏
「精
神
病
者の
言
語」 、
井
村

恒郎・
高
匡
武史
氏
「失語
症」 、
坂本一
郎氏
「子
供ば
ど
う
やっ
て
言

葉を
学ぶ
か」 、
堀
川
箆
義氏
「わ
かりや
すき
の
分
析」
その
他(後述)

のや
や
特殊な
問
題を
扱っ
た
興
味
深い
文
章を
収b
てい
る 。
と
うし
た

心
理
学園
社会
学・
精神
病学な
どの

関
係諸
学
科と
の
連
絡はま
ずま
ず

緊
密の
皮を
加えよ
うとし
て
来て
い
る
が 、
ま
た一
方国
語
研
究所で
行

わ
れてい
る
誇
調査
な
どで
は
統
計
理
論の
導入が
著し
い
成
果を
挙げ 、

統
計
数
理
研究
所との
共同によ
る
『地
域
社会の
言
語生
活
ll鶴

岡に

お
ける
実
態調査』
な
ど
も
報告さ
れて
い
る 。
通
信工
学の
理
論か
ら
生

れて
き
たサ
イパ
ネテ
ィッ
クエ
(ロ可σ巾
E2R印)
の
原
理が
応
用さ
れる

面
も

今
後ま
すま
すふ
えて
行くこ
とと
思わ
れる 。

右の
『言
葉の
心
理』
に
は 、
ま
た 、
鶴
見
俊
締氏
「言
葉の
お
守り
的

使
用
法につ
い
て」
とい
う一

文が
収め
られと
い
る
が 、
S-
Ia

ハ
ヤ

カワ
氏の
来
訪
(八
月)
な
どもあっ
て 、
言
葉の
魔
術とい
うこ
と
がい

ろ
い
ろ
と
問
題に
さ
れ
た 。
大
久
保
忠
利氏
『ゴ
トパ

の
魔術と
思
考』(春

秋
社
可
同
『生
き
たコ
トパ』

(東洋
経
済
新
報社)
は 、
そ
うい
う面か

ら言
語
技
術
的な
問
題へ
説書
進んで
い
る 。
話が
と
うい
う
方面に
関わ

っ
て
来る
と

何時
も
問
題に
なるの
は
日
本
語の
性
格とい
うこ
とで
あ
る

が 、
寺田
透氏
「日
本語の
問
題」
(斗思
想」
9)
は
性。
数。
冠
詞な
ど

の
問
題を
と
りあ
げて 、
ζ
れを
考えよ
うとし
て
い
る
が 、
や
や
割
切り

す
ぎて
あ
るよ
うだ 。
「言
語一生
活」
6
は
「マ
λヨ
ミュ-一
ケ
1シヨ
y

と

日

本

語
」

主

い

う

座

談
会
を

催
し

て

い

る
。
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言
語
技
術
な
ど
に
関
連
し
て
話
し
言
葉
が
や
か
ま
し
〈
言
わ
れ
な
が
ら 、

そ
の
実
態
を
分
析
的
に
観
察
す
る
と
と
は
従
来
意
外
に
放
郷
さ
れ
て
来
た 。

伊
佐
早
敦
子
氏
「
は
な
し
と
と
ば
序」
(「
国
諸
国
文」
3)
が 、
豊
富
な
用

例
を
挙
げ
て 、
話
し
言
葉
に
見
え
る
不
整
表
現 、
遊
び
言
葉・
間・
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
等
々
に
考
察
を
加
え
た
の
は 、
そ
の
意
味
で
注
目
に
催
し
よ

う 。
書
き
言
葉
に
つ
い
て
は 、
今
泉
忠
義
氏
「い
は
ゆ
る
口
語
文
の
性
格」

(『
言
語
民
俗
論
議
ち
が
あ
り 、
口
詩
文
か
ら
文
語
脈
を
駆
逐
すべ
き
こ
と

を
唱
え
て
い
る
が 、
そ
の
結
果
口
語
自
体
の
破
滋
を
招
〈
に
至
る
か
も
知
れ

な
い
と
い
う 、
そ
の
点
に
つ
い
て
もっ
と
詳し
く
聞
き
た
かっ
た 。
遠
藤
嘉

基
氏
「
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉」
(「
言
語
生
活」
6)
は
右
二
者
の
相
違
を

説い
て
あ
る。
乙
の
ほ
か
住
宏
平
氏
斗
話
し
言
葉
の
心
理
問」
ハ「
社
会
福
祉

評
論」) 、
権
国
貢
氏持「
話
し
言
葉
主
書
く
文
章
の
問
題」
(「
文
化
と
教
育」

6)
が
あ
る。
現
代
詩
に
つ
い
て
は
「
解
釈
と
鑑
賞」
6
が
「
現
代
語
と
は

何
か」
を
特
輯
し 、
史
的
な
観
点
か
ら
は
忠
平
茂
男
氏長「
言
語
の
変
遷
と
現

代
語
の
傾
向」
(「
国
語
国
文
学
報」)
な
ど
が
あ
っ
た 。
な
お 、
全
体
に
わ

た
る
も
の
と
し
て
岡
本
千
万
太
郎
氏
「
言
語
活
動
の
特
質」
(『
言
語
民
俗
論

叢
ち
は
概
論
的
で
あ
P 、
石
黒
修
氏
『
こ
と
ば』
(ア
サ
ヒ
相
談
室)
は
平

易
に
説い
た
も
ので
あ
る。

最
初
に
挙
げ
た
時
枝
氏
の
論
文
に
も 、
文
学
に
お
け
る
表
現
の
問
題へ
の

接
近
が
見
ら
れ
た
が 、
特
に
設
の
言
葉
に
つ
い
て
小
田
良
弼
氏
「
対
話
と
文

芸
||
日
本
詩
に
つ
い
て」
ペ「
国
語
国
文」
3) 、
小
林
英
夫
氏
「
詩
人
の

感
覚」
ハ『
言
葉
の
心
理』) 、
村
野
四
郎
氏
「
現
代
詩
に
お
け
る
言
葉
の
問

題」
(「
文
学」
1)
吉
田
秀
三
氏
「
言
語
的
表
象
と
近
代
詩」
ハ「
文
芸
研

究」
ロ)
が
あ
p 、
ま
た
山
崎
良
幸
氏特
「
言
語
表
現
の
暖
昧
性
と
文
学
表

現」
(「
高
知
女
子
大
和
要」)
が
あ
っ
た 。

昭和二十八年に於ける国語学界の展望

一

一萱戸
な
ら
び
に
音
頭 -
の
研
究
に
つ
い
て
も
機
械
化
は
若し
く 、
ピ
ッ
ナ
レ

コ
ー
ダ
ー 、
ソ
ナ
エ
ト
レ
ツ
チ
ャ
l 、
ソ
ナ
グ
ラ
フ
の
穎が
我
が
国
で
も
実

用
の
段
階
に
近
づ
い
て
来
た 。
た
と
え
ば
土
居
光
如
氏
を
中
心
に、
東
北
大

学
と
国
語
研
究
所
と
が
共
同
し
て
ピ
ッ
チ
レ
ヨ
1
〆
ー
に
よ
る
国
語
P
ズ
ム

の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
如
き 。
ま
た 、
〈B
FZ
名目白口げ
に
つ
い
て
は

菊
野
六
夫
氏
「〈出回
豆町
印刷】開巾nF
と
フ
dA
W
マ
ン
ト
及
び
シ
に
づ
い
て」

(「
音
声
学
会
主報」
出)
が
解
説し
て
い
る。
服
部
四
郎
氏
「
音
声
観
察
方

法」
Q
言
語
民
俗
論
叢
ち
は
音
声
観
察
方
法
に
お
け
る
実
験
的
方
法
の
重
要

性
伝
説
室 、
子
供
の
下
顎
の
成
長
と
母
音
と
の
関
係
に
ヲ
い
て
自
ら
観
察
し

た
所
を
述べ
て
研
究
上
の
細
か
い
注
意
を
与
え
て
い
る 。
ま
た
「
中
学
教
育

技
術」
は一
月
号
に
「
音
声
教
育
誇
座」
を
別
冊
附
録
と
し 、
山
川
幸
世@

宮
良
当
壮・
大
西
雅
雄・
黒
木
総一
郎・
藤
田
曲者一
・
平
山
輝
男。
竹
中
治

郎
の
諸
氏
が
執
筆し
た 。

本
年
度
の一
つ
のト
ピ
ッ
ク
は
服
部
四
郎
氏
の
「
新
日
本
式
ロ
ー
マ
字
額

p
方」
を
砂
ぐ
る
論
議
で
あ
っ
た 。
即
ち
「
音
声
学
会
K
報」
剖
及
び
「
教

育
技
術」
7・
8
に
於
て 、
氏
は 、
国
語、の
音
頭
体
系
か
ら
見
て
タ
行
は

g-
n日u
n
F
円
タ
→o一
ロ可p
spf
nv、。"
と
綴
る
の
を
正
し
い
と
す
る

と
と
を
述べ 、
ζ
れ
を
新
日
本
式
と
名
づ
け
た
(と
の
殺
り
方
そ
の
も
の
は

『
音
韻
論
と
正
書
法』
に
既
述 。
な
お
「
教
育
技
術」
に
は
「
体
系
の
作
業

原
則」・
「
経
済
の
作
業
原
則」e「
向
化
の
作
業
原
則」
と
い
う
ζ
と
が
述べ

て
あ
る)。
と
れ
に
対
し 、
奥
中
孝
三
氏
は
「
音
声
学
会
K
報」
白
及
び「
教

育
技
術」
2・
翠
1
に
於
て
反
論
を
加
え 、
「
新
日
本
式ロ
ー
マ
字」
は
要

す
る
に、
一
つ
の
折
衷
案
で
あ
p 、
ま
た
次
のよ
う
な
疑
点
が
あ
る
||
即

ち 、
と
れ
に
よ
れ
ば
n
ロ
〔門戸〕
と
つ印〕
と
の
二つ
の
異
な
る
音事一持
を
表
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記
す
る
ζ
と
に
な
る

、

そ
し
て
も
し

巳
H

〔
ユ
ロ

で
あ
る
な
ら
ば

、

音
素
文

字
の
本
資
よ
p
し
て
一
品目
一

字
の
原
則
に
よ
り
、

n
z
H

〔円山
口〕匂
門
司
知
H

〔片山
吉〕

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず

、

ま
た
も
し

ロ
可
H

〔片山〕

で
あ
る
な
ら
ば
チ
は

巳

で

な
く
n
ー

で
あ
る
答
だ

、

と
述
べ

た
。

次
に
前
回
正
人
民

「
国
語
に

お

け

る
一

音
節
の
発
音
形
式
に
づ
い
て
」
(
「
人
文
研
究
」

6
)

は
、

調
音
相
互
の

比
較
の
重
要
さ
を
言
い

、

調
音
素
な
る
も
の
を
設
定
し
て

、

そ

う
い

う
立

場
か
ら

一

音
節
の
発
音
に
関
し

て

『
音
韻
論
と

正
書
法
』

を
批
判
し

た
。

ハ
因
に

、

と
れ
ら
に
対
す
る
服
部
氏
の
反
批
判
は
二
十
九
年
度
の
「
教
育
技

術
」

5
・

6
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

)

ア
ク
セ
ン
ト
に
関
し
て
は

、

実
用
的
な
意
味
を
持
ヲ
田
代
晃
ニ
氏
『
標
準

語
の
ア
ク
セ
ッ
ト

数
本
』
ハ
創
元
社
)
が
出
版
さ
れ

、

標
準
ア
ク
セ
ン
ト
を
整

理
し
て
記
憶
に
便
に
し
で
あ
る
。

川
上
奏
氏
「
〈
花
高
し

〉
と
〈
鼻
高
し

〉
」

(「
音
声
学
会
k
報
」

回
)

は
、

ア
ク
セ
ン
ト
を

声
の
高
さ
の
段
階
と
し
て

認
識
す
る
見
方
に
は
限
界
が
あ
る
と
し

、

例
え
ば
右
の
場
合 、

タ
と
ナ
の
高

さ
の
頂
点
の
高
低
は
問
題
で
な
く
、

ナ
か
ら
タ白
へ
の
移
り
に
谷
が
あ
る
か
否

か
が
問
題
だ
と
述
べ
て
い
る

。

和
田
実
氏
「
ア
ク
セ
y
ト
を
按
排
し
た
詩
」

(
「
国
学
院
雑
誌
」

3
)

は
自
作
の
詩
を
交
え
て
楽
し
い
論
文 。

と
の
ほ
か
中
沢
政
雄
氏
「
疎
開
学
童
の
ガ

行
鼻
音
は
ど
う
変
わ
っ

た
か
」

(
『
言
語
民
俗
論
議
』
)

は
9
と
g
を
区
別
し
な
い
群
馬
県
邑
楽
群
に
疎
開
し

た
東
京
の
学
童
に
つ
い
て
の
報
告

、

金
問
元
彦
氏
「
〈
清
む
V
F
〈
濁
る

〉

か
」
(「
解
釈
と
鑑
賞
」

6
)

は
現
代
語
の
清
濁
に
ヲ
い
て
述
べ

、

ま
た
中
島

利
夫
氏
発

「
外
来
語
に
お
け
る
語
末
の
ズ
音
韻
の
無
声
化
的
傾
向
に
づ
い
て
」

爪
「
滋
賀
短
大
紀
要
」
〕

が
あ
る
σ

来
安
子
氏
「
音
頭
表
象
の
相
貌
性
に
関
す

る
一

実
験
」
(「
東
京
女
子
大
論
集
」

4
の
1

)

は
図
形
と
音
韻
と
の
心
理
的

な
ク

な

が

り

を

見
ょ

う
と

し

た

実

験
の

報
告
で

あ

る
。

調

音

基

底
に
づ

い

て

:;). 

論
じ
た
こ
瓶
隻
直
氏
「
国
語
基
層
論
」
(「
民
族
学
研
究
」

M
)

は
泉
井
久
之

助
氏
の

「
日
本
語
と
南
島
諸
語
」

q
民
族
学
研
究
」

2
)

、
「
7
7
ナ
チ
・

マ

マ
ハ
ハ
」
ハ「一
言
語
研
究
」

m
-

n
)

と
共
に
国
語
史
の
項
に
ゆ
ず
る
。
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一
文
字
・

仮
名
遣一

に
関
し
て
は
中
川
芳
雄
氏
「
文
字
の
形
態
に

つ

い

て
」

(
「
国
語
国
文
」

2
)

が
、

従
来
の
ラ
ン
グ
的
な
文
字
の
論
に
対
し
で

、

い

わ
ば
ラ
ン
ガ
l 、
ジ

♂
と
し
て
の
文
字
の
あ
り

方
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

が
面
白
〈
、

野
元
菊
雄
氏
「
裁
判
に
か
か
っ
た
文
字
」
ハ「
言
語
生
活
」

5
)

は
現
代
人
の
言
語
生
活
に
お
け
る
文
字
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
が

、

宇

野
義
方
氏
「
言
語
生
活
の
一

断
面
」
ハ「
日
本
女
子
大
紀
要
」

2
)

も
ラ
ジ
オ

に
お
け
る
尋
ね
人
の
地
名
・

人
名
説
明
法
を
中
心
に
し
て
言
語
生
活
に
お
け

る
漢
字
の
問
題
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

石
原
忍
氏
の
「
横
が
き
仮
名
文

字
」

に
つ
い
て
は
「
言
語
生
活
」

8
と
毎
日
新
聞
紙
上
に
研
究
成
果
の
発
表

が
あ
っ
た

。

藤
林
忠
氏
勢

「
誤
記
に
関
す
る
一

考
察
」
(
「
山
口
大
教
育
学
部
研

究
論
叢
」) 、

伊
藤
嘉
夫
氏

骨
「
日
本
文
学
の
文
字
表
現
」

(「
跡
見
学
園
国
語

科
組
要
」
)

は
未
見
で
あ
る
。

現
代
仮
名
遣
を
め
ぐ
る
論
議
が
む
し
返
さ
れ

て
、

小
泉
信
三
氏
に
対
す
る
金
回
一

京
助
・

桑
原
武
夫一
向
氏
の
発
言
が
あ
づ

た
が

「
文
芸
泰
秋
」
・

「
中
央
公
論
」

の
よ
う
な
綜
合
雑
誌
上
の
ζ
と
で
あ
っ

た
だ
け
に
広
い
関
心
を
集
め
た

。

ロ
ー

マ

字
論
者
間
の
論
争
も
依
然
な
か
な

か
盛
ん
で
あ
ヴ
た

。

設
1
0

関

係ー一

で
は
ま
ず
『
現
代
語
の
語
業
調
査

婦
人
雑
誌
の
用
語
』
(「
国

語
研
究
所
報
告
」

4
)

を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

「
主
婦
之
友
」

「
婦

人
生
活
」

両
誌
の
一

カ
年
分
の
記
事
を
材
料
に

、

書
き
言
葉
の
詩
集
調
釜
を

f
行
ワ
た
も
の
で

、

ま
ず
語
晶晶
表
を
掲
げ

、

次
に
語
の
使
わ
れ
る
度
合
品、
意
味

ぞ



-
諮
構
造
に
関
す
る
分
析
を
行
い 、
ま
た
助
詞・
助
動
詞
の
使
用
度
数
を
調

査
し
て
い
る。
語
会
表
作
成
ま
で
の
方
法
を
詳
細
に
記
述
し
た
の
も
よ
く 、

将
来 、
基
本
語
会
決
定
の
た
必
の
貴
重
な
資
料
を
な
す
の
み
で
な
く 、
お
く

れ
て
い
る
意
味
論
や
語
構
成
の
研
究
に
寄
与
す
る
と
と
ろ
が
大
き
い 。
林
大

氏
「
婦
人
雑
誌
の
用
語」
(「
言
語
生
活」
9)
は
そ
の
解
説
的
紹
介
で
あ
り 、

水
谷
静
夫
氏
「
誇
桑
調
査
大
体」
(「
国
語
学」
日)
は
そ
の
方
法
に
つ
い
て

の
要
領
のよ
い
説
明
で
あ
る。
見
坊
家
組
氏
「
現
代
語
辞
書
の
批
判
と
編
集

の
実
際」
(『一言
語
民
俗
縞
叢』)
は
体
験
に
茶一
〈
発
言
だ
け
に
聴
くべ
き
点

が
多
い 。
同
じ
筆
者
に
「
語
い
論
の
誇
問
題」
(「
中
学
教
育
技
術」
叩)
が

あ
P 、
ま
た 、
坂
本一
郎
氏勢「
話
し
言
葉
に
お
け
る
基
本
語
棄
の一
研
究」

弓
教
育
心
理」
8)
が
あ
る。
池
上
顧
造
氏
「
近
代
日
本
語
と
漢
語
々
実」

(寸『
言
語
民
俗
論
議
ち
は
国
語
出人
的
な
取
扱
い
で
あ
る
が 、
三
枝
博北田
氏
「
現

代
日
本
文
化
の
形
成
と
語
奨」
(「
思
想」
日)
と
共
に 、
語
棄
と
文
化
と
の

関
係
を
考
え
よ
う
と
す
る。
広
国
栄
太
郎
氏
「
彼
女
と
い
う
語
の
誕
生
と
成

長
|!
近
代
訳
語
考
2」
(「
国
語
と
国
文
学」
2)
は
諸
文
献
を
見
渡
し
て

の
調
査
で
あ
る。

「
言
語
生
活」
ロ
に
は
柳
田
国
男
氏
の
「
単
語
の
年
齢
と
性
質」
と
い
う

文
章
(
未
完)
が
見
え
る
が 、
と
の
号
は
ま
た
地
名
に
つ
い
て
の
座
談
会
を

催
し 、
宇
野
隆
保
氏
「
固
有
名
詞
は
食
う
か
食
わ
れ
る
か」
、

築
島
謙
三
氏

「
名
ま
え
のつ
け
方
の
心
理」
な
ど 、
国
有
名
詞
の
問
題に
焦
点
を
合
わ
せ

て
い
る
よ
う
だ 。
後
の
論
文
に
は
稜
々
の
調
査
結
果
も
引
か
れ
て
い
る。
命

名
の
問
題
で
は
ま
た
森
岡
健
二
氏
「
名」
(「
言
語
生
活」
7)
が
あ
p 、
ま

ず
命
名
の
心
理・
論
理
を
述べ
た
上
で 、
ヨ
ミ
ユ
ニ
ケ
1
V
ヨ
ン
に
関
連
し

て
問
題
のあ
る占山
を
指
摘
し
て
い‘
る。
渡
辺
三
男
氏特「
別
名
の
類
型
に
つ
い

て

lI1
作
家
研
究
の
た
あ
の
試
み」
ハ「
駒
沢
大
学
h
報」
3)
は
興
味
を
そ

昭和二十八年に於ける国語学界の展望

そ
ら
れ
る
題
名
だ
が 、
残
念
な
が
ら
未
見
で
あ
る。

日
意。
時一

の
方
面
で
は 、
言
語
学
会
東
京
例
会
で一
般
意
味
論
を
め
ぐ
り
討
論

が
重
ね
ら
れ
た
模
様で 、
そ
のあ
る
も
の
は
活
字
に
なっ
て
発
表
さ
れ
た 。

ま
ず
服
部
四
郎
氏
「
意
味
に
関
す
る一
考
察」
ハ「
言
語
研
究」
2・
お)
は 、

外
国
語
の
意
味
の
記
述
に
当つ
て
は 、
自
国
語
の
枠
か
ら
と
れ
を
跳
必
ず 、

外
国
語
の
意
味
の
型
そ
め
も
の
を
把
握
す ‘べ
き
だ
と
言
い 、
発
話
の
具
体
的

な
「
意
味」
に
対
し
て 、
文・
単
語
に
お
け
る
抽
象
的
な
そ
れ
を
「
意
義」

「
意
義
素」
と
呼
び
わ
け
で 、
あ
る
言
語
に
お
け
る
「
意
義
索」
の
記
述
に

際
し 、
発
話
の
「
意
味」
中
文
の
寸
意
義」
の
混
入
を
警
戒
すべ
き
だ
と
言

う 。
由永
井
久
之
助
氏
「
否
定
表
現
の
原
理」ペ「
国
語
国
文」
8)
は 、
否
定
表

現
の
様
相
を 、
限
外
的
否
定
と
グ4
ク
ト
ル
的
否
定
と
に
大
別
し 、
意
味
論

的
な
分
析
に
よ
る
否
定
の
意
味
の
種
類
を
図
式
に
よ
っ
て
説
明
し
て
あ
る。

ま
た
熊
沢
竜
氏
「
言
語
行
動
と
意
味」
(
「
言
語
研
究」
M)
は 、
一
回
的

だ
と
言
わ
れ
る一言
語
行
動
の
背
後
に
も
常
に
可
能
的
存
在
と
し
て
の
意
味
領

域
が
あ
p 、
と
れ
は
過
去
の
経
験
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
ので
あ
る
が 、
ま

た
未
来へ
の
企
部
の
場で
も
あ
る
と
説
く 。
石
橋
幸
太
郎
氏
に
は#「と
と
ば

の
意
味
と
機
能」
(「
語
学
教
育」
2)
と
い
う
論
文
が
あ
っ
た 。
氷
野
弘
元

氏
「
術
語
概
念
と
そ
の
内
容」
(「
大
倉
山
論
集」
日)
は 、
仏
教
上
の
同一
の

術
語
に
も 、
立
場
に
よ
っ
て
種々
異
な
る
概
念
内
容
を
合
む
ζ
と
を
説い
て

い
る。
な
お
こ
の
外
に、
大
久
間
喜一
郎
氏
「
国
語
に
お
け
る
相
反
意
義
の

問
題」
(「
文
学
研
究」
日)
武
智
正
人
民
「
意
味
の
意
味」
ハ「
愛
媛
国
交
研

究」
2〉
三
木
就
氏
斗
言
語
の
意
味
構
造
と
理
解
の
方
法」
(「
実
践
国
語」

1)
が
あ
っ
た 。

一

日間

法一
関
係
の
論
文
は 、
さ
す
が
そ
の
数 、
最
も
多
い 。
ま
ず
単
行
の
著
作

69 



と
し
て
鶴
田
常士
口

氏
の
『
日

本

文
法
学
原

論』
(
関
書
院)
が
あ
る。
前
後

篤
二
冊 、
計
八
五
O
頁
の
大
冊 。
は
や
く
『
日
本
口
語
法』
の
著
を
以
て
知

ら
れ
た
著
者
が 、
そ
れ
以
後
二
十
余
年
間
に
旧
藩
を
増
補
修
正
し
た
も
の
と

い
う 。

金
二
十
四
筋
の
小
論
文
よ
D
な
p 、

全
体
で一
体
系
を
な
す
よ
う
に

緩
め
て
あ
る 。
そ
の
緒
言
に
「
誇
大
家
の
所
説
は 、
多
〈
は
本
論
文
の
所
説

と
あ
ま
り
に
行
き
方
を
異
に
し
て
い
る
の
で
:::一

々
解
明
批
判
す
る
こ
と

は
煩
に
た
え
ず 、
益
す
る
所
少
〈」
と
揚
言
す
る
通
P 、

独
創
的
な
見
解
に

富
ん
で
い
る
が 、
従
っ
て
ま
た
複
助
詞
ハ
い
わ
ゆ
る
助
動
詞)
・

用
法
助
詞

(
終
助
詞〉
e

体
法
助
詞
(
準
体
劫
詞)
・

体
格
助
詞
(
格
助
詞)
@

用
格

助
詞
ハ
接
続
助
詞)
・

格
後
助
詞
の
よ
う
な
特
異
な
術
語
も
多
く 、

広
範
囲

の
支
持
が
得
ら
れ
ず
に
あ
る
と
と
が
惜
じ
ま
れ
る 。
雑
誌
論
文
に
移っ
て

橋

本
四
郎
氏
「
動

詞
の
終
止
形
||

辞
書
・

注
釈

書
を
中
心
と
す
る
考
察」

(
圏

諸
国
文
ロ
)

は
歴
史
的
観
点を
交
え
つ
つ
基
本
形
式
と
し
て
の
動
詞
終

止
形
の
性
格
を
解
明
し
て
い
る。一
方 、
三
上
章
氏
「
辞
書
に
は
連
用
形
を」

(「
言
語
生
活」
9)
と
の
提
唱
も
あ
っ
た 。
和
田
実
氏
「て
ゐ
る
考」
(「
神

戸
大
国
文
論
議」
2)
は
動
詞
の
用
法
を
状
態
法。
継
続
法・
瞬
間
法
に
分

ち
ア
旦
ペ
ク
ト

の
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の。
武
部
良
間同
氏
「
複
合
動
詞
に
お

け
る
補
助
動
詞
的
用
法」
門『
言
語
民
俗
論
叢
ち
は 、
務
助
動
詞
的
要
素
を

集
め 、
強
意。
方
向。
起
P

方
の
三
種
に
分
類
し
て
い
る 。
中
村
道
夫
氏

「
〈
来
れ
る

〉
〈
見
れ
る

V
〈
食べ
れ
る

〉
な
ど
と
い
う
言
い
方
に
つ
い
て

の
覚
え
書」
(『
言
語
民
俗
論
議』U 、
今
泉
忠
義
氏
「
〈
話
を
終へ
る
〉
を
〈

話
を
終
る
〉
と
い
ふ
理
由」
(斗
国
学
院
雑
誌」
3)
は 、
何
れ
も
次
第
に一

般
化
し
つ
つ
あ
る
新
し
い
動
詞
の
使
い
方
に
注
意
し 、
宮
地
幸一
氏
「
移
P

行
〈

可
能
表
現

||
近
代
小
説
を
中
心
と
し
て」
円『
言
語
民
俗
論
議』)
は 、

「

11

出

来
る
」

て

「

ーー
が
」

か

ら

「

ーー
を
」

へ

の

移
P

行
章
、

右

# 

の
「
来、ぬ
る」
式
言
い
方
な
ど
を
問
題
に
し
て
い
る 。
比
島
正
年
氏
「
形
容

動
詞
の
連
休
法」
ハ「
国
学
雑
院
誌」
3)
は
「
ll
の」
「
ーー
な」
雨
形

の
関
係
を
歴
史
的
に
辿
P 、
達
体
法
の
違
い
に
よ
っ
て 、
形
容
動
詞
を
立
て

る
と
と
を
認
必
ょ
う
と
す
る。

井
上
誠
之
助
氏
に
「
副
詞
達
体
調に
づ
い
て」
(「
神
戸
大
国
交
論
叢」

2)
が
あ
る
ほ
か 、
永
野
賢
氏
「
表
現
文
法
の
問
題

li
複
合
辞
の
認
定
に

つ
い
て」
(『
言
語
民
俗
論
議』)
は
例
え
ば
「
か
ら
に
は」
の
よ
う
な
も
の

を一
つ
の
複
合
助
詞
と

認
め 、
同
様
に
複
合
助
動
詞・
複
合
接
続
詞o
複
合

感
動
詞
を
認
め
る
の
で
あ
る
が 、
か
か
る
複
合
辞
の
概
念
は
〈
表
現
に
お
け

る
文
法
〉
と
い
う
立
場
か
ら
必
要
だ
と
説
く 。

藤
原
与一
氏
「
日
本
語
表
現

法
の
文
末
助
詞」
ハ「
国
語
学」
日)
は
方
言
を
材
斜
に
し
て
の
考
祭
で
あ

p 、
村
内
英一
氏Y「
文
末
助
詞
の
考
察」
(
和
歌
山
大
学
芸
学
部
紀
要)
も

あ
る 。
言
語
過
程
説
の
詞
辞
を
め
ぐ
る
論
も
依
然
と
し
て
盛
ん
で 、
糸
井
寛

一
氏「
時
枝
文
法
学
説
に
お
け
る
霞・
辞
と

語」門「
大
分
大
学
芸
学
部
研
究
紀

要」し
は 、
文
な
い
し
勾
の
統一
契
機
ま
わ
は

要
素
と
し
て
の
詞・
辞
と 、

語

(
の
類)
'と
し
て
の
詞・
辞
と
を
分
け、
前
者
を
特
に
詞
部
辞
部
と
呼
ん
で

後
者
と
は
異
る
序
列
に
あ
る
と
し
て
い
る 。
林
和
比
古
氏
「
書
評」
(
「
語

文」
8)
は
詞
辞
に
よ
る
品
詞
分
類
法
を
疑
い 、
原
田
芳
起
氏
「
詞
辞
の
分

類
並
び
に
そ
の
下
位
分
類
に
於
け
る
原
理
的
な
問一日一一国」
〔「
語
文」
9)
は
時

枝
博
士
の
品
詞
分
類
に
お
け
る
原
理
の
矛
盾
を
問
う
た 。
同
「
活
用
現
象
の

解
釈ー
|l

辞
の
機
能
と
の
交
渉」
(「
樟
蔭
文
学」
5)
は
陳
述
の
発
展
に
応

ず
る
語
形
変
化
が
活
用
で

あ
る
と
す

る。
乙

の
外

に
な
お 、
佐
藤信
夫
氏

#「
新
語
法
論
覚
書」
ハ「北
九
州
大
学
論
文
集」)
水
野
憲
氏
長「口問
詞
に
関
す

る
一
考
察

11
言
語
哲
学
的
立
場
よ
p」

(
学
苑
7) 、
大
島一
郎
氏
#「

人

称
掲
示
語
の
系
譜」
ハ「
東
京
都
大
人
文
学
報」)
な
ど
が
あ
る
よ
う
だ
が
総
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〆
て
未
見
で
あ
る。

敬
誇
に
つ
い
て
は
国
語
研
究
所
に
お
い
て
実
態
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が 、
論
文
に
も
鍬
方
建一
郎
氏
「
会
議
用
語
に
お
け
る
〈
申
す
〉
の
敬
語
意

識
に
つ
い
て」
q
国
語」
2・
3・
4
合
併
考〉 、
吉
岡
修一
郎
氏
斗
敬
語

を
複
雑
に
す
る
心
理」
(「
実
践
国
語」
6〉 、
つ
だ
き
う
き
ち
氏
「
敬
語
に

つ
い
て」
ペ「
心」
9)
な
ど
が
あ
っ
た 。

昭和二十八年に於1ける国語学界の展望

文
法
に
お
け
る
興
味
の
中
心
が口問
詞
論
か
ら
構
文
論
に
向
け
ら
れ
て
来
た

の
は
最
近
の
著
し
い
傾
向
で
あ
る
が 、
「ジ
ン
タ
ク
見
の
試
み」
と
副
題
す

る、
一ニ
上
章
氏
『
現
代
語
法
序
説』
ハ
刀
江
書
院)
が
出
版
さ
れ
た
の
は 、

本
年
度
の
大
き
な
収
獲
で
あ
っ
た 。
私
の口問
詞
分
け、
主
格
・
主
題
。
主

語 、
活
用
形
の
機
能 、
単
式
と
複
式
の
四
章
が 、
支
に
八、
九
節
に
別
れ
て

い
る
が 、
全
体
は一
つ
の
組
織
の
下
に
論
述
を
進
砂
る
と
い
っ
た
風
の
も
の

で
は
な
く 、
む
し
ろ
構
文
論
の
諸
問
題
に
あ
ち
と
ち
メ
エ
を
あ
て
て
行
と
う

と
す
る。
著
者
は
次々
と
わ
き
起
る
着
想
を 、
い
か
に
処
理
すべ
き
か
に
苦
し

ん
で
い
る
か
に
さ
え
見
え
る。
主
語
抹
殺
論@
準
詞
の
論・
能
動
詞
所
動
詞

の
論・
活
用
形
の
陳
述
皮・
単
式
と
複
式
の
論
等
々
今
後
の
研
究
に
資
す
る

と
と
ろ
は
甚
だ
大
き
い
と
思
わ
れ
る
(
宮
地
裕
氏
に
よ
る
書
評 、
「
国
語
国

文」
U
K
掲
載)
。

同
じ
著
者
に
ま
た
「
構
文
論
の
諸
問
題」
(「
国
語
学」

お)
「ρ
と
ガ
の
使
分
け」
(「
語
文」
8)
が
あ
っ
た 。
と
の
「
劫
詞ハ
と

ガ
の
問
題」
に
つ
い
て
は
「
近
畿
方
言」
げ
が
特
輯
を
行ワ
て 、
方一言
に
お

け
る
興
味
あ
る
材
料
を
提
供
し
た
外 、
ま
た
三
宅
武
郎
氏
「
連
文
の
基
本
構

造
に
つ
い
て」
(「
国
学
院
雑
誌」
3)
が 、
「
は・
も」
の
述
定
文
に
対
し

て
「
が」
の
指
定
文
が
対
立
す
る
と
と
を
述べ
て
い
る。
神
保
格
氏
「所
詩

心
理
的
主
部
述
部
に
つ
い
て」
(『
言
語
民
俗
論
議)
も 、
旧
知
の
心
理
的
主

部
に
対
す
る
新
加
の
心
理
的
述
部
のと
と
を
言
い 、
と
の戸
と
ガ
の
問
題
に

説
き
及
ん
で
あ
る。
乙
の
外
に
な
お
高
辻
義
胤
氏
「
名
詞
十
八
が
〉
は
対
象

語
格
な
P
や」
(
愛
媛
国
交
研
究
2)
中 、
藤
林
忠
氏勢「
係
助
詞
と
格
助
詞

と
を
合
む
文
の
表
現
形
式」
(
山
口
大
教
育
学
部
研
究
論
議
行
及
び
土
部

弘
氏
「
一役一示
格
の
〈
の
〉
の
或
る
場
合」
(「
国
文
学」
B)
が
あ
り 、
後
者

は
例
の
「
切
符
の
切
ら
な
い
方」
「
子
の
二
三
人
も
持っ
て」
な
ど
慣
用
的

言
い
方
の
「
の」
を
問
題
に
し
て
い
る。

独
創
的
な
文
法
体
系
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
展
開
し
て
み
せ
て
い
る
森
重
敏
氏
に

は
「
係
P
結
び
の
原
理」
(「
国
語
国
文」
5)
。
「並
立
助
詞
に
お
け
る
副

詞
佐
助
詞
の
成
立」
(「
同」
日)
の
二
一論
文
が
あ
っ
た 。
前
者
は
ll
係
P

結
び
は 、
要
す
る
に、
終
止
と
し
て
の
係
助
詞
の
自
覚
作
用
が
対
象
を
そ
の

分
節
約
構
造
に
即
し
て
具
体
的
に
認
識
し
よ
う
と
す
る、
そ
の
観
人
性
に
基

く
と
と
を
言
い 、
後
者
は
il
並
立
助
詞
な
る
も
の
が 、
終
止
と
し
て
の
係

助
詞
か
ら
発
展
す
る
副
詞
性
の
助
詞
で
あ
り 、
国
助
詞
そ
の
他
副
詞
佐
助
詞

の
起
発
点
を
な
す
と
と
も
に、
係
助
詞@
関
投
助
詞
な
ど
と一一線
を
到
す
る

所
に
立
っ
と
述べ
る。

構
文
論
の
中
で
も 、
特
に
「
文
の
統一
」
の
問
題
は 、
今
後
の
重
要
な
課

題
を
な
す
と
思
わ
れ
る。
と
れ
に
関
聯
し
て 、
陳
述
を
め
ぐ
る
論
な
ど
が 、

本
年
度
は
い
ろ
い
ろ
と
発
表
さ
れ
た 。
ま
ず
時
枝
誠
記
氏
「
文
法
研
究
に
お

け
る一
課
題」
(「
国
語
学」
日)
は 、
文
の
統一
は
陳
述
に
よ
る
M灯 、
ま
た

終
助
詞
に
よ
っ
て
も
(
共
に
零
記
号
の
場
合
あ
p)
完
成
さ
れ
る
と
い
う

自
説
を
夏
診
て
確
認し
た 。
渡
辺
実
氏
「
叙
述
と
陳
述1
1
述
詩
文
節
の
構

造」
ハ「
国
語
学」
m-
K)
は 、
思
想や
事
柄
の
内
容
を
描
琶
あ
げ
上
う
と

す
る
話
手
の
い
と
な
み
た
る
「
叙
述」
に
対
し 、
言
語
者
め
あ
て
の
主
体
的

な
は
た
ら
き
か
け
を
特
に
陳
述
と
呼
び
終
助
詞
に
そ
の
は
た
ら
き
を
見
る
と
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共
に、
こ
れ
に
文
完
結
の
機
能
を

認
め
よ
う
と
す
る 。
ま
た
桑
田
朗
氏
「
陳

述
の
機
能
と
そ
の
表
現」
〔「
国
語」
2・
3
・
4
の
合
併
号)
は 、
陳
述
と

は
演
述
か
ら

純
客
観
的
表
明冊 、
即
ち
素
材
た
る
概
念
語
や
助
詞
を
取
去
っ
た

あ
と
の
客
観
郎
主
観
的
認
識
作
用
の
表
現
を
い
う 、
と
し
て
い
る 。
右
の
二

論
文
に
影
響
を
与
え 、
ま
た
い
ろ
い
ろ
と
反
響
を
呼
ん
で
問
題
を
提
供
し
た

の
は 、
金
田一
春
彦
氏
の
「
不
変
化
助
動
詞
の
本
質

||
主
観
的
表
現
と
客

観
的
表
現
と
の
別
付
帥」
(斗
国
語
国
交」
2・
3)
で
あ
っ
た 。
論
旨
の
中

心
は
次
の
よ
う
で
あ
る 。
助
動
詞
の
う
ち
「
う」
「
ょ
う」
「
ま
い」
「
だ
ろ

う
片
あ
る
場
合
の
「
た」
「
だ」
な
ど

終
止
形
だ
け
し
か
な
い
も
の
は 、
話

者
の
そ
の
時
の
心
理
の
主
観
的
表
現
を
す
る
の
に
用
い
ら
れ 、
他
方
「
な

い」
「
ら
し
い」
「
で
す」
ふ
つ
う
の
「
た」
「
だ」
な
ど 、
い
ろ
い
ろ
の
活

用
形
を
も
つ
も
の
は 、
事
態
悟向
性
な
ど
を
客
観
的
に
表
現
す
る
の
に
用
い
ら

れ
る 。
か
く

て
主
観
的
表
現
の
語
勾
(
目。山口回〉
に
は
感
動
助
詞e
不
変
化

助
動
詞・
動
詞
命
令
形
な
ど
が
合
ま
れ 、
こ
れ
ら
は
大
体
文
の
最
後
に
用
い

ら
れ
る 。
ζ
れ
に
対
し
客
観
的
表
現
の
語
句
(仏
57
5む
に
は
代
表
的
助
動

詞・
動
詞・
補
助
動
詞・
補
助
形
容
詞
が
属
し 、
す〈
中
種
K
の
位
置
に
立
ち

得
る ‘
と 。
と
れ
に
対
し
て
は
早
速 、
同
誌
5
号
に
時
枝
誠
記 、
水
谷
静
夫

両
氏
か
ら
反
論
が
寄
せ
ら
れ 、
更
に
同
誌
9
号
に
金
田一
氏
の
回
答
が
あ
っ

た
が 、
な
お
隻
方
と
も
に
論
じ

令
うべ
き
問
題
を
残
し
た
ま
ま
で 、
帽硝
輯
の

都
合
上
議
論
が
中
断
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
っ
た 。

「
国
語
学」
日
-

H
に
は 、
故
橋
本
進
吉
博
士
晩
年
の
誇
演
要
旨
「
交
節

に
よ
る
文
の
諾
迭
に
ヲ
い
て」
が
発
表
さ
れ 、
連
文
節
の
構
想
が
明
か
に
な

っ
た c
連
文
節
に
段
階
を
つ
け
て
文
の
構
成
を
説
明
す
る
と
と
も
に、
オ〈
に

お
け
る

明利 i
b ー
お
節
の
必
要
を
認
め
る 。
こ
の
切
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ

r
て
は
浅
野
信
「
文
が
切
れ
る
と
い
必
乙
と」
(「
国
学
院
雑
誌」
3)
が
あ

匁
タ
チ

p 、
形
態
が
完
結
し
(
切
れ)
て
も
意
味
が
完
結
し
な
い
も
の、
意
味
が
完

結
し

ハ
切
れ)
て
も
形
態
が
完
結
し
な
い
も
の、
と
い
う
こ
大
別
の
あ
る
ζ

と
な
ど
に
言
及
し
た 。
ま
た
三
宅
武
郎
氏
「
文
の
限
界」

(同一言
語
民
俗
論

叢』)
は
文
ハそ
の
文
意
に
多
少
と
も
主
銭
を
合
む
狭
義
の
も
の)
の
限
界
線

を 、
立
言

の
文
と

疑
問
の
す〈
と
の
間
に
引
き 、
い
わ

ゆ
る
平
叙
・

疑
問・
命

.
令。
感
動
な
ど
各
種
の
文
を
空
間
的
に
位
置
づ
け
て 、
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と
い
う
図
を
示
し
て
い
る 。
ま
た 、
様
島
忠
夫
氏
「
文
の
長
さ
に
つ
い
て」

(「
国
語
学」
お)
は
言
語
主
体
者
に
働
き
か
け
る
種
々
の
条
件
が 、
ど
の
よ

う
に
文の
長
さ
に
作
用
す
る
か 、
そ
の
相
関
を
実
験
的
に
分
析し
た
も
の
で

あ
る 。最

後
に、
文
法
研
究
は
今
や
丈
誌
をド越
え
て一史
にザ新
し
い
意
味
で
の
文
章

論へ
の
間関
心
を
深
め
て
来
て
い
る 。
「
国
語
学」
日
は
文
章
研
究
を
特
輯し

た
が 、
乙
れ
に
掲
げ
ら
れ
た
時
枝
誠
記
氏「
文
章
研
究
の
要
請
と
課
題」
は 、

文
章
が
自

ら

を
一

つ

の
統一
体
唱と

し
て
意
識
さ
せ
る
原

理
は
何
か
を
問
う
べ

き
こ
と
を
言
い 、
文
学
を
も
文
章
形
成
の一
っ
と
し
て
ま
ず
位
置
づ
け
るべ

き
こ
と
在

言

う
。

か

か
る
意
味
で
の
文
章
研
究
は
や

が

て
文
体
論
に

も
つ

な

がっ
て
行
〈
で
あ
ろ
う 。
波
多
野
完
治
氏
「
男の
文
章・
女
の
文
章」
ハ『
言

葉
の
心
理』)
は
作
家
の
名
を
医
し
た
文
章
を
材
料
に、
そ
の
作
渚
の
性
と
名

守と
を
推
定
さ
せ
た
実
験
の
報
告 。
佐
弔々
木
達
氏
「
文
体
論
の
実
践」
(「
国
語

学」
日) 、
小
林
英
夫
氏
「
老
妓
抄」
(『
言
語
民
俗
論
議』)
は
共
に
文
体
論

的
分
析
を
試
み
た
も
の
で
あ
る 。
と
の
外
に
渋
川
駿
氏
「
文
章
の
視
覚
性」

、ふ
ー

L、



円「
言
語
生
活」
9
1
森
享
氏
斗
伊
良
子
清
白
の
孔
雀
始

ーー
そ
の
文
体
的

特
色」
(
島
根
大
論
議)
な
ど
も
あ
っ
た
が 、
新
し
い
意
味
で
の
文
章
論
そ

の
も
の
は 、
そ
の
成
果
を
殆
ど
すべ
て
将
来
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
笑
情
で
あ
っ
た 。

ーli
京
都
大
学
助
教
授

||
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